
医
療
法
の
改
正
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
の
基
本
健
診(

40
才
以
上

対
象)

に
代
わ
っ
て
今
年
度
か
ら

「
特
定
健
診
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

40
〜
75
才
未
満
を
対
象
に
、
生

活
習
慣
病
な
ど
の
予
防
を
重
視

し
た
検
診
制
度
で
す
。
最
大
の

特
徴
は
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
対
策
と
し
て
腹
囲
の
測

定
が
加
わ
っ
た
こ
と
で
す
。

厚
労
省
は
「
腹
囲
が
男
性
は

85
㎝
、
女
性
が
90
㎝
を
超
え
る

と
高
血
圧
、
糖
尿
病
な
ど
の
生

活
習
慣
病
に
な
り
や
す
い
。
こ

の
健
診
制
度
の
導
入
に
よ
っ
て

２
０
１
５
年
度
ま
で
に
生
活
習

慣
病
と
そ
の
予
備
軍
を
25
％
減

少
さ
せ
、
25
年
度
に
は
医
療
費

を
２
兆
円
削
減
で
き
る
」
と
し

て
い
ま
す
。
た
だ
し
効
果
を
疑

問
視
す
る
医
師
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

特
定
健
診
の
実
施
主
体
は
各

自
治
体
で
す
。
健
診
で
メ
タ
ボ

と
判
定
さ
れ
る
と
、
体
質
改
善

な
ど
の
保
健
指
導
が
お
こ
な
わ

れ
ま
す
。
そ
の
成
果
が
今
後
の

国
の
補
助
金
の
査
定
に
も
ひ
び

く
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
年
度
の
市
の
特
定
健
診
の

対
象
者
は
約
１
万
人(

国
保
加
入

者)

で
、
受
診
目
標
人
数
は
30
％

の
３
千
人
で
す
。
他
の
自
治
体

で
か
か
る
自
己
負
担
額
千
円
を

本
市
は
無
料
に
す
る
こ
と
が
３

月
の
議
会
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

健
診
は
、
日
立
メ
デ
ィ
カ
ル

セ
ン
タ
ー
や
民
間
の
病
院
で
も

受
け
ら
れ
ま
す
が
、「
市
立
総
合

病
院
で
受
け
て
い
た
だ
く
と
、

市(

国
保)

の
負
担
額
が
い
ち
ば

ん
軽
く
な
る
」
と
い
う
こ
と
で
、

市
立
病
院
で
の
健
診
を
市
で
は

期
待
し
て
い
ま
す
。

３
月
26
日
、「
マ
ウ
ン
ト
あ
か

ね
」
や
雨
情
記
念
館
を
管
理
し

て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
財
団
」
の

理
事
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

マ
ウ
ン
ト
あ
か
ね
で
は
、
昨

年
度
か
ら
の
経
営
改
善
策
が
功

を
奏
し
て
き
ま
し
た
。
レ
ス
ト

ラ
ン
で
は
、
仕
入
れ
や
加
工
の

手
間
を
か
け
る
こ
と
で
原
価
を

低
く
抑
え
つ
つ
、
利
用
者
の
好

評
を
得
て
、
じ
っ
さ
い
の
利
用

数
も
増
え
て
い
ま
す
。

理
事
の
鈴
木
や
す
子
議
員
は
、

以
前
か
ら
指
摘
し
て
き
た
地
産

地
消
の
い
っ
そ
う
の
推
進
を
求

め
、「
な
に
よ
り
地
元
の
人
の
口

コ
ミ
が
決
め
手
で
あ
り
、
地
元

に
喜
ん
で
も
ら
え
る
視
点
」
を

強
調
し
ま
し
た
。

雨
情
記
念
館
で
は
、
公
民
館

ま
つ
り
の
展
示
物
を
交
代
で
展

示
す
る
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て

い
ま
す
。
今
後
、
い
わ
き
石
炭

化
石
館
な
ど
近
隣
の
施
設
や
民

間
企
業
と
も
積
極
的
に
連
携
し
、

展
示
の
工
夫
・
改
善
に
つ
と
め

る
と
し
て
い
ま
す
。

「
専
門
的
知
識
の
あ
る
学
芸
員

が
必
要
で
は
な
い
か
」
と
の
鈴

木
議
員
の
問
に
、
市
長
は
「
必

要
性
は
わ
か
る
の
で
今
後
検
討

す
る
」
と
答
え
ま
し
た
。

３
月
22
日
、「
ご
近
所
声
か
け

隊
全
体
会
」
と
「
北
茨
城
市
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
連
絡
会

自
主
講
座
」
の
共
同
企
画
と
し

て
「
安
心
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

が
、
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開

か
れ
ま
し
た
。

講
師
は
矢
祭
町
の
前
町
長
、

根
本
良
一
氏
。
24
年
間
の
町
長

時
代
の
取
り
組
み
、
そ
し
て
『
合

併
し
な
い
宣
言
』
前
後
の
議
会

と
行
政
・
職
員
の
が
ん
ば
り
が

語
ら
れ
ま
し
た
。

「
地
方
自
治
と
は
自
分
た
ち
の

こ
と
は
自
分
た
ち
で
決
め
る
と

い
う
こ
と
。
そ
の
当
た
り
前
の

こ
と
を
貫
い
て
き
た
」
と
述
べ

て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。
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茨
城
県
医
師
会
は
「
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
」
の
撤
回
運
動

を
展
開
し
て
い
く
と
し
て
、
下

記
の
よ
う
な
声
明
を
発
表
し
ま

し
た
。
左
は
、
医
師
会
が
作
成

し
た
ポ
ス
タ
ー
で
す
。

今日の我が国を作り上げた

高齢者の生活は、社会が支え

なければなりません。

この度の後期高齢者医療制

度は、医療費抑制だけの目的

で我が国伝統の親子関係まで

分裂させて、わずかな年金か

ら新たな保険料を徴収し、さ

らに年齢により人間の価値を

差別する制限医療を目的とす

ることが明白であります。こ

のような政策は、文化国家政

府の許される行為ではありま

せん。

茨城県医師会は、「後期高

齢者医療制度」の撤回を求め、

次のように運動を展開するこ

とといたしました。 (以下略)

(城県医師会のホームページから)

●
市
役
所
新
人
事
（
敬
称
略
）

市
長
公
室
長

白
橋

茂

環
境
産
業
部
長

大
友
正
道

都
市
建
設
部
長

駒
橋
源
四
郎

議
会
事
務
局
長

鈴
木
利
和

教
育
次
長

長
瀬
正
則

福
祉
事
務
所
長

蛭
田

恵


